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【利用が見込まれる分野】
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医療・ヘルスケア分野、トライボロジー分野、光学分野 

～ 生 体 模 倣 で 金 属 材 料 を 高 機 能 化 ～

　私たちの身の回りで生存している生物は特異的な表面構造を有しており、様々な特性を発揮します。

例えば、昆虫の翅表面に形成されたナノ構造は抗菌性(細菌の繁殖を防止する特性)、植物の葉では自己

洗浄性(雨風により汚れが落ちる特性)を示し、また魚類の鱗は空気抵抗や摩擦抵抗を低減する構造を有

しています。本研究室では、真空プラズマの活用により、金属材料表面に特異的なナノ構造を模倣し、

様々な機能性付与を可能とする表面処理技術を研究しています。これまでの研究にて、アルゴンプラズ

マでステンレス鋼をエッチングすると、ナノ構造の模倣に伴う抗菌性付与に成功しました。プラズマエ

ッチングの条件を変化させることで、構造物のサイズを制御することも可能です。また、一般的にドラ

イエッチングで使用されるフッ化物や塩素ガスと比較して、アルゴンガスは環境負荷がなくかつ人体に

無害なため、本プロセスは環境に優しいプロセスでもあります。今後はチタンやアルミニウムなどの他

の金属・合金材料への応用、さらには付与できる機能性の拡大を目指していきます。
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